令和７年度　南信州広域連合自立支援協議会　仕事部会　活動報告

１　令和７年度の活動目標
飯伊圏域における障がい者の雇用促進、定着安定のため、関係機関との連携をはかりつつ以下の活動を行う。
(1) 関係機関との連携を深めより地域に根差した就労支援をはかる。
(2) 精神・発達障害者の就労支援において医療関係者との連携をより強化し、協働ネットワークの充実をはかる。
(3) 企業が求める労働者の姿、障がい者雇用の実際を企業と共に学ぶ機会をつくり、障
がい者雇用の促進に努める。

２　部会の開催日程及び取組内容
	開催月日
	参加者
	内容等

	第１回
５月２８日（水）
	３２名
	三役会承認　部会員・事業所紹介　事業計画案検討　　　　その他（ハローワーク、養護学校）

	第２回
７月２２日（水）
	５０名
	研修会「就労選択支援について」
講師：地の会　宮内宏氏

	第３回
９月２４日（水）
	３４名
	学習会「発達障がい者の支援について」事例検討
アドバイザー：飯田病院作業療法士　三石恭平氏

	第４回
１１月２６日（水）
	２７名
	研修会「障害者雇用について企業と学ぶ」事例発表
発表者：株式会社丸伝運送　橋場智枝美氏　
池野功一郎氏
　　　　ホット　　　　　　廣瀬紀恵氏
　　　　旭松食品株式会社　松尾優氏

	第５回
R８年２月２５日（水）
	２４名
	年間活動振り返り
なんでも座談会



３　活動成果
・就労選択支援について、圏域内で初めて研修会を行い大勢の関係者に参加して頂けることができ、今後の圏域内での事業開始に向け周知することができた。
・学習会ではグループワークで普段からの困りごとや支援方法の共有や、好事例なども共有でき、また専門的なアドバイスも聞けたため、今後の支援に繋げることができた。
・企業、当事者からの直接意見を聞ける機会がないため、とても貴重な機会となった。それぞれの立場から、思いや課題を知る事ができ、来年度も企画してほしいという声が多かった。

４　次年度に向けて検討すべき課題等
・就労選択支援事業を開始予定の事業所があり、現在モデルケースなどを行っている。次年度は圏域でのルールの周知や関係機関との連携の仕方等、事例も含め改めて地域全体で理解を深める機会を設けたい。
・今後さらに障がい者雇用率が上がる状況の中、企業からの雇用状況や事業所の支援方法などを学べる機会を作り、雇用促進に向け部会を通じて交流の機会を設けていきたい。

